
1 章 文字式を使って説明しよう [式の計算] （15 時間） 

 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・簡単な整式の加法と減法及び単項式の乗法と除法

の計算をすることができる。 
・具体的な事象の中の数量の関係を文字を使った式

で表したり、式の意味を読みとったりすることが

できる。 
・文字を使った式で数量及び数量の関係を捉え説明

できることを理解している。 
・目的に応じて、簡単な式を変形することができる。 

・具体的な数の計算や既に学習した計算の方法と関

連づけて、整式の加法と減法及び単項式の乗法と

除法の計算の方法を考察し表現することができ

る。 
・文字を使った式を活用して具体的な場面を考察し

表現することができる。 

・文字を使った式のよさに気づき粘り強く考えよう

としている。 
・文字を使った式について学んだことを生活や学習

に生かそうとしている。 
・文字を使った式を活用した問題解決の過程を振り

返って検討しようとしている。 

 
毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準 評価材料 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

 

１ 

式
の
計
算 

 

マジックシートの

しくみは？（教

科書 p.11～13） 

１ 

マジックシートの仕組

みを見いだし、その仕

組みの説明に文字を使

う必要があることを理

解する。 

・マジックシートをいろいろな数

で計算し、その仕組みを見いだ

す。 

・文字を使ってマジックシートの

仕組みを説明する。 

○文字を使うと、数量を一般

的に表すことができるこ

とを理解している。 

○マジックシートの仕組

みが成り立つことを、具体

的な数や文字を使って説

明することができる。 

○文字を使った式の必要性

と意味を考えようとして

いる。 

定期考査 

小テスト 

提出物への取り組み 

振り返りレポ―ト 

振り返りテスト 

 

 

１ 多項式の計算 

（教科書 p.14～

18） 

２ 

単項式と多項式、次数

の意味を理解する。 

・文字式を項の数やかけられてい

る文字の個数で分類する。 

・単項式と多項式、次数の意味を知

る。 

［用語・記号］単項式、多項式、項、

(単項式の)次数、(多項式の)次

数、1 次式 

○単項式と多項式、次数の意

味を理解している。 

 ○既習の計算方法と関連づ

けて、多項式の計算方法を

考えようとしている。 

３ 

同類項の意味を理解

し、同類項をまとめる

計算や、多項式の加法

や減法の計算ができ

る。 

・1 年で学習した同類項をまとめる

計算を振り返って、2 つの文字を

ふくむ計算について考える。 

・同類項の意味を知る。 

・同類項をまとめる計算や多項式

の加法や減法の計算をする。 

［用語・記号］同類項 

○同類項の意味を理解し、同

類項をまとめる計算がで

きる。 

○多項式の加法や減法の計

算方法を理解し、計算がで

きる。 

○既習の計算方法と関連づ

けて、2 つの文字をふくむ

同類項をまとめる計算を

考え、説明することができ

る。 

○マジックシートの仕組み

が成り立つことを、文字を

使って説明することがで

きる。 

４ 

多項式と数の乗法や除

法の計算ができる。 

・1 年で学習した多項式と数の乗法

の計算を振り返って、2 つの文字

をふくむ計算について考える。 

・多項式と数の乗法や除法の計算

をする。 

○多項式と数の乗法や除法

の計算方法を理解し、計算

ができる。 

○既習の計算方法と関連づ

けて、2 つの文字をふくむ

多項式と数の乗法や除法

の計算を考え、説明するこ

とができる。 



５ 

いろいろな多項式の計

算ができる。 

・いろいろな多項式の計算をする。 ○いろいろな多項式の計算

ができる。 

  

２ 単項式の乗法

と除法 

（教科書 p.19～

21） 

 

６ 

単項式どうしの乗法や

除法の計算ができる。 

・単項式の乗法や除法の計算方法

を、面積図を使って考える。 

・単項式どうしの乗法や除法の計

算をする。 

○単項式どうしの乗法や除

法の計算方法を理解し、計

算ができる。 

○単項式の乗法や除法の計

算方法を、面積図を用いて

考え、説明することができ

る。 

○誤りのありのある単項式

どうしの除法について、誤

りを指摘することができ

る。 

○単項式の乗法や除法の意

味を考えようとしている。 

７ 

単項式どうしの乗法と

除法の混じった計算が

できる。また、式の値を

くふうして求めること

ができる。 

・単項式どうしの乗法と除法の混

じった式を計算する。 

・式の値をくふうして求める方法

を考え、 

その方法で式の値を求める。 

○単項式どうしの乗法と除

法の混じった計算ができ

る。 

○式の値をくふうして求め

ることができる。 

○式の値をくふうして求め

る方法を考え、説明するこ

とができる。 

○誤りのある単項式どうし

の乗法と除法の混じった

計算について、誤りを指摘

することができる。 

○式の値をくふうして求め

る方法を考えようとして

いる。 

基本の問題 

（教科書 p.22） 
８ 

 

２ 

文
字
式
の
利
用 

数の性質を説明す

るには？ 

（教科書 p.23） 
９ 

具体的な数の計算をも

とに数の性質を見いだ

し、その性質が成り立

つことを、文字を使っ

て一般的に説明できる

ことを理解する。 

・3つの続いた整数の和の性質を、

具体的な数の計算をもとに予想

し、その予想がいつでも成り立つ

ことを説明するには文字を使え

ばよいことを知る。 

○文字を使うと、数の性質を

一般的に説明することが

できることを理解してい

る。 

 

 ○文字を使った式について

学んだことを生活や学習

に生かそうとしている。 

○文字を使った式を活用し

た問題解決の過程を振り

返って検討しようとして

いる。 

１ 式による説明 

（教科書 p.24～

26） 

1

0 

数の性質が成り立つこ

とを、文字を使って説

明することができる。 

・3 つの続いた整数の和は 3 の倍数

であることを、文字を使って説明

する。 

・3 つの続いた整数の和が 3 の倍数

であることの説明を読んで、新た

な性質を見いだしたり、問題の条

件の「3 つ」を「5 つ」に変えて

考えたりする。 

○文字を使って数量を表し

たり、説明することがらに

合わせて文字式を変形し

たりすることができる。 

○数の性質が成り立つこと

を、文字を使って説明する

ことができる。 

○文字を使った説明を読ん

で新たな性質を見いだし

たり、問題の条件を変えて

統合的・発展的に考え説明

したりすることができる。 

1

1 

数の性質が成り立つこ

とを、文字を使って説

明することができる。 

・2 けたの自然数と、その数の一の

位と十の位を入れかえた数との

和の性質を予想し、その予想がい

つでも成り立つことを、文字を使

って説明する。 

・問題の条件の「和」を「差」に変

えて考える 

○文字を使って数量を表し

たり、説明することがらに

合わせて文字式を変形し

たりすることができる。 

○数の性質が成り立つこと

を、文字を使って説明する

ことができる。 

○問題の条件を変えて統合

的・発展的に考え、説明す

ることができる。 



スタート地点を決

めよう 

（教科書 p.27～

28） 

1

2 

身のまわりの場面にお

いて、文字を使って数

量の関係を見いだし、

説明することができ

る。 

・となり合うレーンの 1 周の長さ

の差を求め、どのとなり合うレー

ンでも、1 周の長さの差は等しい

ことを見いだす。 

○文字を使って数量の関係

を表すことができる。 

 

○身のまわりの場面におい

て、文字を使って数量の関

係を見いだし、説明するこ

とができる。 

○身のまわりの場面におい

て、文字を使って数量の関

係を見いだそうとしてい

る。 

２ 等式の変形 

（教科書 p.29～

31） 

1

3 

目的に応じて等式を変

形することの必要性を

理解し、等式を変形し

て、ある文字について

解くことができる。 

・具体的な問題の中の数量の間の

関係を等式で表し、その等式を成

り立たせる文字の値を求める。 

・等式を変形して、ある文字につい

て解く。 

○目的に応じて等式を変形

することの必要性を理解

している。 

○等式を変形して、ある文字

について解くことができ

る。 

○等式の性質を利用して、変

形した式の意味を考えた

り、具体的な問題を解決し

たりすることができる。 

 

○目的に応じて等式を変形

することの必要性を考え

ようとしている。 

1

4 

基本の問題 

（教科書 p.31） 

 

章の問題Ａ 

（教科書 p.32） 

1

5 

 

 
 

2 章 方程式を利用して問題を解決しよう [連立方程式] （12 時間） 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・2元 1 次方程式とその解の意味を理解している。 

・連立 2 元 1 次方程式の必要性と意味及びその解の

意味を理解している。 

・簡単な連立 2 元 1次方程式を解くことができる。 

・1元 1 次方程式と関連づけて、連立 2元 1 次方程式

を解く方法を考察し表現することができる。 

・連立 2 元 1 次方程式を活用して具体的な場面を考

察し表現することができる。 

・連立 2 元 1 次方程式のよさに気づき粘り強く考え

ようとしている。 

・連立 2 元 1 次方程式について学んだことを生活や

学習に生かそうとしている。 

・連立 2 元 1 次方程式を活用した問題解決の過程を

振り返って検討しようとしている。 

 
 
 
 
 



毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準 評価材料 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

 

１ 

連
立
方
程
式
と
そ
の
解
き
方 

3 点シュートと 2

点シュートの本数

は？ 

（教科書 p.35～

37） 

１ 

求めたい数量が 2 つあ

る問題を、既習の 1 元

1 次方程式などを活用

して解決することがで

きる。 

・3 点シュートと 2 点シュートの本

数を、すべての組み合わせを調べ

たり、1 次方程式をつくったりし

て求める。 

 ○求めたい数量が 2 つある

問題を、既習の 1 元 1次方

程式などを活用して解決

することができる。 

○1元 1次方程式を活用した

問題解決の過程を振り返

って、2元 1次方程式の必

要性と意味を考えようと

している。 

定期考査 

小テスト 

提出物への取り組み 

振り返りレポ―ト 

振り返りテスト 

 

１ 連立方程式と

その解 

（教科書 p.38～

39） 

２ 

2 元 1 次方程式とその

解の意味、連立方程式

とその解の意味を理解

する。 

・2 元１次方程式とその解の意味を

知る。 

・連立方程式とその解の意味を知

る。 

［用語・記号］2 元１次方程式、（2

元１次方程式の）解、連立方程式、

（連立方程式の）解、（連立方程

式を）解く 

○2 元１次方程式とその解

の意味を理解している。 

○連立方程式とその解の意

味を理解している。 

 ○連立 2 元 1 次方程式の必

要性と意味を考えようと

している。 

２ 連立方程式の

解き方 

（教科書 p.40～

45） 

３ 

連立方程式では、1つの

文字を消去して 1 次方

程式をつくれば解ける

ことを理解する。 

・具体的な問題で、2 つの式を比べ

て 1 つの文字を消去する方法を

考える。 

・文字の係数の絶対値が等しい場

合の連立方程式を解く。 

［用語・記号］消去する 

○連立方程式では、1 つの文

字を消去して 1 次方程式

をつくれば解けることを

理解している。 

○文字の係数の絶対値が等

しい場合の連立方程式を

解くことができる。 

○文字の係数の絶対値が等

しい場合の連立方程式で、

1 つの文字を消去する方

法を考え、説明することが

できる。 

○1元 1次方程式と関連づけ

て、連立方程式を解く方法を

考えようとしている。 

４ 

加減法を理解し、それ

を用いて連立方程式を

解くことができる。 

・文字の係数の絶対値が等しくな

い場合の連立方程式を解く。 

［用語・記号］加減法 

○加減法を理解し、それを用

いて連立方程式を解くこ

とができる。 

○文字の係数の絶対値が等

しくない場合の連立方程

式で、1 つの文字を消去す

る方法を考え、説明するこ

とができる。 

５ 

代入法を理解し、それ

を用いて連立方程式を

解くことができる。 

・求めたい数量が 2 つある問題で、

連立方程式と 1 次方程式を関連

づけて、文字を消去する方法を考

える。 

・連立方程式を代入法で解く。 

・連立方程式を適当な方法で解く。 

［用語・記号］代入法 

○代入法を理解し、それを用

いて連立方程式を解くこ

とができる。 

○問題の連立方程式に応じ

て適切な解法を選ぶこと

ができる。 

○一方の式を他方の式に代

入し、文字を消去する方法

を考え、説明することがで

きる。 

○連立方程式の解き方を振

り返って、加減法と代入法

を統合的に捉えることが

できる。 

３ いろいろな連

立方程式 

（教科書 p.46～

47） 

６ 

かっこをふくむ連立方

程式や、係数に小数や

分数をふくむ連立方程

式を解くことができ

る。 

・かっこをふくむ連立方程式を解

く。 

・係数に小数や分数をふくむ連立

方程式を解く。 

○かっこをふくむ連立方程

式の解き方を理解し、解く

ことができる。 

○係数に小数や分数をふく

む連立方程式の解き方を

理解し、解くことができ

る。 

○いろいろな連立方程式を、

既知の連立方程式になお

して解く方法を考え、説明

することができる。 

○いろいろな連立方程式を、

既知の連立方程式になお

して解く方法を考えよう

としている。 
 



７ 

A＝B＝C の形をした連

立方程式を解くことが

できる。 

・A＝B＝C の形をした連立方程式

を解く。 

 

○A＝B＝C の形をした連立

方程式の解き方を理解し、

解くことができる。 

基本の問題 

（教科書 p.48） 

 

２ 

連
立
方
程
式
の
利
用 

プリンとケーキを

何個買う？ 

（教科書 p.49～

50） 

８ 

具体的な問題を、連立

方程式を利用して解決

するときの考え方や手

順を理解する。 

・プリンとケーキの個数を、連立方

程式を利用して求めることにつ

いて考える。 

・連立方程式を利用して問題を解

決するときの手順を確認する。 

○具体的な問題の中の数量

やその関係に着目し、連立

方程式をつくることがで

きる。 
○連立 2 元１次方程式を利

用して問題を解決すると

きの手順を理解している。 

○連立 2 元１次方程式を利

用して、具体的な問題を解

決することができる。 

○求めた解が問題に適して

いるかどうかを、問題の場

面に戻って考え、説明する

ことができる。 

○連立 2 元１方程式を具体

的な問題の解決に利用し

ようとしている。 

○連立 2 元１方程式を活用

した問題解決の過程を振

り返って、その手順を検討

しようとしている。 

１ 連立方程式の

利用 

（教科書 p.51～

53） 

９ 

個数と代金に関する問

題を、連立方程式を利

用して解決することが

できる。 

・個数と代金に関する問題を、連立

方程式を利用して解決する。 

1

0 

速さ・時間・道のりに関

する問題を、連立方程

式を利用して解決する

ことができる。 

・速さ・時間・道のりに関する問題

を、連立方程式を利用して解決す

る。 

1

1 

割合に関する問題を、

連立方程式を利用して

解決することができ

る。 

・割合に関する問題を、連立方程式

を利用して解決する。 

章の問題Ａ 

（教科書 p.54） 

1

2 

 

 
 
  



3 章 関数を利用して問題を解決しよう [1 次関数] （19 時間） 

 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・1次関数について理解している。 

・事象の中には 1 次関数として捉えられるものがあ

ることを知っている。 

・2 元 1 次方程式を関数を表す式とみることができ

る。 

・1次関数の変化の割合やグラフの切片と傾きの意味

を理解している。 

・1 次関数の関係を表、式、グラフを用いて表現した

り、処理したりすることができる。 

・1 次関数として捉えられる 2 つの数量について、変

化や対応の特徴を見いだし、表、式、グラフを相互

に関連づけて考察し表現することができる。 

・1次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現す

ることができる。 

・１次関数のよさに気づき粘り強く考えようとして

いる。 

・１次関数について学んだことを生活や学習に生か

そうとしている。 

・１次関数を活用した問題解決の過程を振り返って

検討しようとしている。 

 
毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準 評価材料 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

 

１ 

１
次
関
数 

80℃になるまでの

時間は？ 

（教科書 p.57～

59） 

１ 

具体的な事象の中の 2

つの数量の間の関係を

調べ、一定の割合で変

化していることを見い

だす。 

・水が 80℃になるまでの時間を調

べるために、水の温度の上がり方

を、表やグラフを用いて調べる。 

 

 ○具体的な事象の中の 2 つ

の数量の間の関係につい

て、表やグラフを用いて

調べ、一定の割合で変化

していることを見いだ

し、説明することができ

る。 

○１次関数の必要性と意味

を考えようとしている。 

定期考査 

小テスト 

提出物への取り組み 

振り返りレポ―ト 

振り返りテスト 

 

１ １次関数 

（教科書 p.60～

61） 

２ 

1 次関数の意味を理解

し、 
y＝ax＋b の式に表すこ

とができる。 

・1次関数の意味を知る。 

・y を x の式で表して、y は x の 1

次関数 であるかどうかを調べ

る。 

・比例や反比例は、1次関数である

といえるかどうかを考える。 

［用語・記号］y は x の 1次関数で

ある 

○1次関数の意味を理解し、 

y＝ax＋b の式に表すこと

ができる。 

○比例 y＝ax は、1 次関数 

y＝ax＋b で b＝0 の特別な

場合であることを理解し

ている。 

○y を x の式で表して、y は

x の 1次関数であるかどう

かを考察し、説明すること

ができる。 

２ 

１
次
関
数

 

1 次関数の性質を

調べてみよう 

（教科書 p.62） 

３ 

1 次関数 y＝ax＋b で

は、変化の割合は一定

で、a に等しいことを理

解する。 

・1次関数の値の変化を調べ、比例

との共通点やちがいについて話

し合う。 

・1 次関数の変化の割合について調

べる。 

○1 次関数 y＝ax＋b では、

変化の割合は一定で、a に

等しいことを理解してい

る。 

○1 次関数の値の変化の特

徴を見いだし、説明するこ

とができる。 

 

○1 次関数の値の変化の特

徴を捉えようとしている。 



１ １次関数の値

の変化 

（教科書 p.63～

64） 

・具体的な事象において、1 次関数

の変化の割合が何を意味してい

るかを読みとる。 

・反比例の変化の割合について調

べる。 

［用語・記号］変化の割合 

○1次関数 y＝ax＋b で、x の

増加量から y の増加量を

求めることができる。 

○具体的な事象において、1

次関数の変化の割合が何

を意味しているかを読み

とることができる。 

２ １次関数のグ

ラフ 

（教科書 p.65～

70） 

４ 

1次関数のグラフは、そ

の式をみたす点の集合

で、1つの直線であるこ

とを理解する。また、1

次関数のグラフの切片

の意味を理解する。 

・1 次関数のグラフがどのようにな

るかを、点を細かくとって調べ

る。 

・1 次関数 y＝ax＋b のグラフと比

例 y＝ax のグラフの関係につい

て調べる。 

［用語・記号］切片 

○1次関数のグラフは、その

式をみたす点の集合で、1

つの直線であることを理

解している。 

○1 次関数のグラフの切片

の意味を理解している。 

○1 次関数のグラフの特徴

を見いだし、説明すること

ができる。 

○比例のグラフと対比させ

て、1次関数のグラフの特

徴を捉えようとしている。 

○1 次関数の式とグラフを

関連づけて、1 次関数の特

徴を捉えようとしている。 

５ 

1 次関数のグラフの傾

きの意味を理解する。 

・1次関数の変化の割合は、グラフ

ではどのようなことを表してい

るかを調べる。 

・1次関数について、グラフの傾き

と切片をいう。 

・1 次関数の増減とグラフの特徴に

ついてまとめる。 

［用語・記号］傾き 

○1 次関数のグラフの傾き

の意味を理解している。 

○1 次関数の値の増減とグ

ラフの特徴を理解してい

る。 

○グラフの傾きと切片から、

そのグラフが表す式を考

察することができる。 

６ 

1次関数のグラフを、切

片と傾きをもとにかく

ことができる。また、1

次関数について、グラ

フをもとに x の変域に

対応する y の変域を求

めることができる。 

・1次関数のグラフを、切片と傾き

をもとにかく。 

・1 次関数の表、式、グラフの関係

についてまとめる。 

・1次関数について、グラフを使っ

て x の変域に対応する y の変域

を求める。 

○1次関数のグラフを、切片

と傾きをもとにかくこと

ができる。 

○1次関数について、グラフ

をもとに x の変域に対応

する y の変域を求めるこ

とができる。 

○1次関数の表、式、グラフ

を、相互に関連づけて考

え、説明することができ

る。 

 

３ １次関数の式

を求める方法 

（教科書 p.71～

73） 

７ 

グラフの傾きと切片を

読みとって、1次関数の

式を求めることができ

る。 

・グラフの傾きと切片を読みとっ

て、1 次関数の式を求める。 

○グラフの傾きと切片を読

みとって、1次関数を求め

ることができる。 

 ○1 次関数の式を求める条

件や求める方法を考えよ

うとしている。 

８ 

グラフの傾きと通る 1

点から、1次関数の式を

求めることができる。 

・グラフの傾きとグラフが通る1点

の座標から、1 次関数の式を求め

る。 

○グラフの傾きと通る 1 点

の座標から、1 次関数の式

を求めることができる。 

 

９ 

グラフが通る 2 点か

ら、1次関数の式を求め

ることができる。 

・グラフが通る 2 点の座標から、1

次関数の式を求める。 

○グラフが通る 2 点の座標

から、1次関数の式を求め

ることができる。 

 

基本の問題 

（教科書 p.74） 

1

0 

 



３ 

２
元
１
次
方
程
式
と
１
次
関
数 

連立方程式の解は

どうなるかな？ 

（教科書 p.75） 1

1 

2 元 1 次方程式のグラ

フは、その解を座標と

する点の集合で、式を

変形してできる 1 次関

数のグラフになってい

ることを理解する。 

・連立方程式の解について調べる

ために、2 元 1 次方程式の解を座

標とする点をとって、どのような

グラフになるかを調べる。 

・2元 1 次方程式のグラフは、式を

変形してできる 1 次関数のグラ

フになっていることを知る。 

・2元 1 次方程式のグラフを、式を

変形して 1 次関数の傾きと切片

を求めてかく。 

［用語・記号］方程式のグラフ 

○2 元 1 次方程式のグラフ

は、その解を座標とする点

の集合で、式を変形してで

きる 1 次関数のグラフに

なっていることを理解し

ている。 

 ○2元 1次方程式や連立方程

式の解の意味を、グラフを

用いて捉えようとしてい

る。 

１ ２元１次方程

式のグラフ 

（教科書 p.76～

79） 1

2 

2 元 1 次方程式のグラ

フをかくことができ

る。また、2元 1 次方程

式 ax＋by＝c で、 

a＝0 や b＝0 の場合の

グラフの特徴を理解

し、グラフをかくこと

ができる。 

・2元 1 次方程式のグラフを、グラ

フが通る 2 点の座標を求めてか

く。 

・2 元 1 次方程式 ax＋by＝c で、a
＝0 や 

 b＝0 の場合のグラフをかいて、

その特徴を調べる。 

○2元 1次方程式のグラフを

かくことができる。 

○2 元 1 次方程式 ax＋by＝c
で、 

a＝0 や b＝0の場合のグラ

フの特徴を理解し、グラフ

をかくことができる。 

 

２ 連立方程式と

グラフ 

（教科書 p.80～

81） 

1

3 

連立方程式の解が、2つ

の 2 元 1 次方程式のグ

ラフの交点の座標であ

ることを理解し、連立

方程式の解をグラフを

かいて求めたり、2直線

の交点の座標を連立方

程式を解いて求めたり

することができる。 

・連立方程式の解が、2 つの 2 元 1

次方程式のグラフの交点の座標

であることを確かめる。 

・連立方程式の解をグラフをかい

て求めたり、2 直線の交点の座標

を連立方程式を解いて求めたり

する。 

○連立方程式の解が、2 つの

2元 1次方程式のグラフの

交点の座標であることを

理解し、連立方程式の解を

グラフをかいて求めたり、

2 直線の交点の座標を連

立方程式を解いて求めた

りすることができる。 

○連立方程式の解の意味を、

2 つの 2 元 1 次方程式のグ

ラフを用いて捉え、説明す

ることができる。 

基本の問題 

（教科書 p.82） 

1

4 

 

４ 

１
次
関
数
の
利
用 

飲み物はいつまで

冷たく保てる？ 

（教科書 p.83～

84） 

1

5 

具体的な事象の中の 2

つの数量の間の関係を

１次関数とみなして、

問題を解決する方法を

説明することができ

る。 

・飲み物がいつまで冷たく保てる

かを、測定した時間と温度をもと

にして予想し、その方法を説明す

る。 

○身のまわりには、2つの数

量の間の関係を 1 次関数

とみなして問題を解決で

きる場面があることを理

解している。 

○具体的な事象の中の 2 つ

の数量の間の関係を 1 次

関数とみなして、問題を解

決する方法を説明するこ

とができる。 

○１次関数について学んだ

ことを生活や学習に生か

そうとしている。 
○１次関数を活用した問題

解決の過程を振り返って

検討しようとしている。 

１ １次関数とみ

なすこと 

（教科書 p.85） 

1

6 

具体的な事象の中の 2

つの数量の間の関係を

１次関数とみなして、

問題を解決することが

できる。 

・具体的な事象の中の 2 つの数量

の間の関係を 1 次関数とみなし

て、問題を解決する。 

○具体的な事象の中の 2 つ

の数量の間の関係を 1 次

関数とみなして、問題を解

決する方法を説明するこ

とができる。 



２ １次関数のグ

ラフの利用 

（教科書 p.86～

87） 

1

7 

具体的な事象の中の 2

つの数量の間の関係を

1次関数とみなして、そ

のグラフを利用して問

題を解決することがで

きる。 

・具体的な事象の中の 2 つの数量

の間の関係を 1 次関数とみなし

て、そのグラフを利用して問題を

解決する。 

○1 次関数のグラフを利用

して問題を解決できるこ

とや、グラフのよさを理解

している。 

○具体的な事象の中の 2 つ

の数量の間の関係を 1 次

関数とみなして、そのグラ

フを利用して問題を解決

することができる。 

３ １次関数と図

形 

（教科書 p.88） 

1

8 

図形の辺上を動く点に

よってできる図形の面

積の変化を、1次関数の

式やグラフで表すこと

ができる。 

・図形の辺上を動く点によってで

きる図形について、面積の変化を

調べる。 

○1次関数の関係を、変域ご

とに式やグラフで表すこ

とができる。 

○具体的な事象の中の 2 つ

の数量の間の関係を、変域

によって場合分けをして

考え、説明することができ

る。 

章の問題Ａ 

（教科書 p.92） 

1

9 

 

  



4 章 図形の性質の調べ方を考えよう [平行と合同] （15 時間） 

 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・多角形の角についての性質が見いだせることを知

っている。 
・平行線や角の性質を理解している。 
・平面図形の合同の意味及び三角形の合同条件につ

いて理解している。 
・証明の必要性と意味及びその方法について理解し

ている。 

・基本的な平面図形の性質を見いだし、平行線や角の

性質をもとにしてそれらを確かめ、説明すること

ができる。 

・証明のよさに気づき、その証明の方法を粘り強く考

えようとしている。 
・平面図形の性質について学んだことを生活や学習

に生かそうとしている。 
・平面図形の性質を活用した問題解決の過程を振り

返って検討しようとしている。 

 
毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準 評価材料 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

 

１ 

説
明
の
し
く
み 

角の性質の説明で

は何をもとにして

いるかな？ 

（教科書 p.95～

97） 

１ 

多角形の内角の和の求

め方を説明することが

できる。 

・算数で学習した三角形の角の和

が 180°であることをもとにし

て、四角形、五角形、…などの多

角形の角の和の求め方を説明す

る。 

 ○多角形の内角の和の求め

方を説明することができ

る。 

○多角形の角についての性

質の説明で、もとにしてい

ることがらを考えようと

している。 

定期考査 

小テスト 

提出物への取り組み 

振り返りレポ―ト 

振り返りテスト 

 

１ 多角形の角の

和の説明 

（教科書 p.98～

100） 

２ 

n 角形の内角の和の求

め方を、もとにしてい

ることがらを明らかに

して説明することがで

きる。 

・n 角形の内角の和の求め方を、多

角形をどのように三角形に分け

るか、また、いくつの三角形に分

かれるかをもとにして説明する。 

［用語・記号］外角、内角 

○多角形の内角、外角の意味

を理解している。 

○多角形の内角の和の性質

は、三角形の内角の和をも

とにして見いだせること

を理解している。 

○n 角形の内角の和の求め

方を、もとにしていること

がらを明らかにして説明

することができる。 

 

３ 

n 角形の外角の和の求

め方を、もとにしてい

ることがらを明らかに

して説明することがで

きる。 

・n 角形の外角の和の求め方を、n
角形の内角の和をもとにして説

明する。 

○多角形の外角の和の性質

は、多角形の内角の和をも

とにして見いだせること

を理解している。 

○n 角形の外角の和の求め

方を、もとにしていること

がらを明らかにして説明

することができる。 

 

２ 

平
行
線
と
角 

説明でもとにして

いることがらを調

べてみよう 

（教科書 p.101） 

４ 

対頂角の意味を理解

し、対頂角は等しいこ

とを、論理的に筋道を

立てて説明することが

できる。 

・算数で学習した三角形の内角の

和が 180°であることの説明を

振り返り、何を根拠にしているか

を考える。 

・対頂角の意味を知る。 

・対頂角は等しいことを、論理的に

筋道を立てて説明する。 

・同位角、錯角の意味を知る。 

［用語・記号］対頂角、同位角、錯

角 

○対頂角の意味と性質を理

解している。 

 

○角について、成り立つこと

がらを見いだし、説明する

ことができる。 

○対頂角が等しいことを、論

理的に筋道を立てて説明

することができる。 

○証明の必要性と意味を考

えようとしている。 

１ 平行線と角 

（教科書 p.102～

106） 



５ 

同位角、錯角の意味を

理解し、平行線と錯角

の関係を、論理的に筋

道を立てて説明するこ

とができる。 

・平行線と同位角の関係を、基本性

質として確認する。 

・平行線と錯角の関係を、平行線と

同位角の関係をもとにして説明

する。 

○同位角、錯角の意味を理解

している。 

○平行線の性質、平行線にな

るための条件を理解して

いる。 

○平行線と錯角の関係を、論

理的に筋道を立てて説明

することができる。 

６ 

三角形の内角の和が

180゜であることを、論

理的に筋道を立てて説

明することができる。 

・三角形の内角の和が 180゜である

ことを、平行線の性質をもとにし

て説明する。 

・証明の意味を知る。 

・三角形の外角は、となり合わない

2 つの内角の和に等しいことを

見いだす。 

・三角形の内角、外角の性質や多角

形の内角の和、外角の和の性質を

利用して、角の大きさを求める。 

［用語・記号］証明 

○証明の意味を理解してい

る。 

○三角形の内角、外角の性質

を理解し、角の大きさを求

めることができる。 

○多角形の内角の和、外角の

和の性質を理解し、角の大

きさを求めることができ

る。 

○ 三 角 形 の 内 角 の 和 が

180°であることを、論理

的に筋道を立てて説明す

ることができる。 

角の大きさを求め

る方法を考えてみ

よう 

（教科書 p.107～

109） 

７ 

角の大きさの求め方

を、補助線や根拠とな

る図形の性質を明らか

にして説明することが

できる。 

・平行線と折れ線の角の大きさの

求め方を考え、図にかき加えた線

や、根拠となる図形の性質を明ら

かにして説明する。 

 ○角の大きさの求め方を、補

助線や根拠となる図形の

性質を明らかにして説明

することができる。 

○平面図形の性質について

学んだことを学習に生か

そうとしている。 
 

基本の問題 

（教科書 p.110） 
８ 

 

３ 

合
同
な
図
形 

図形の合同を調べ

るには？ 

（教科書 p.111） 

９ 

平面図形の合同の意味

と合同な図形の性質を

理解する。 

・三角形が合同になる条件を考え

る。 

・平面図形の合同の意味と表し方

を知る。 

・合同な図形の性質を確認する。 

［用語・記号］合同、≡ 

○平面図形の合同の意味と

表し方を理解している。 

○合同な図形の性質を理解

している。 

 ○三角形が合同になる条件

を考えようとしている。 
○平面図形の合同の意味を

考えようとしている。 
１ 合同な図形の

性質と表し方 

（教科書 p.112） 

２ 三角形の合同

条件 

（教科書 p.113～

115） 

1

0 

三角形の合同条件を理

解する。 

・ある三角形と合同な三角形をか

くためには、何がわかればよいか

を考える。 

・三角形の合同条件を確認する。 

○三角形の合同条件を理解

している。 

○三角形の合同条件を、三角

形の決定条件をもとにし

て考え、説明することがで

きる。 

○三角形の合同条件を、三角

形の決定条件をもとにし

て考えようとしている。 



1

1 

2 つの三角形が合同か

どうかを、三角形の合

同条件を使って判断す

ることができる。 

・2つの三角形が合同かどうかを、

三角形の合同条件を使って判断

する。 

 

○三角形の合同条件を利用

して、2つの三角形が合同

かどうかを判断すること

ができる。 

 ○三角形の合同条件を学習

に生かそうとしている。 

 

３ 証明のすすめ

方 

（教科書 p.116～

121） 

1

2 

ことがらの仮定と結論

の意味を理解する。 

・角の二等分線の作図の方法が正

しいことを、三角形の合同条件を

利用して証明することについて

考える。 

・ことがらの仮定と結論の意味を

知る。 

［用語・記号］仮定、結論 

○ことがらの仮定と結論の

意味を理解している。 

 ○証明の必要性と意味及び

その方法を考えようとし

ている。 

1

3 

根拠となることがらを

明らかにして、簡単な

図形の性質を証明する

ことができる。 

・根拠となることがらを明らかに

して、簡単な図形の性質を証明す

る。 

・証明の書き方を確認する。 

・証明のためにかいた図と、仮定が

同じで異なる図をかいた場合、そ

の証明がどうなるかを考える。 

○証明の進め方を理解して

いる。 

○証明のためにかいた図は、

すべての代表として示さ

れていることを理解して

いる。 

○証明の根拠となることが

らを明らかにして、簡単な

図形の性質を証明するこ

とができる。 

基本の問題 

（教科書 p.121） 

1

4 

 

章の問題Ａ 

（教科書 p.122） 

1

5 

 

 
 
  



5 章 図形の性質を見つけて証明しよう [三角形と四角形] （21 時間） 

 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・証明の必要性と意味及びその方法について理解し

ている。 
・定義やことがらの仮定と結論、逆の意味を理解して

いる。 
・反例の意味を理解している。 
・正方形、ひし形、長方形が平行四辺形の特別な形で

あることを理解している。 

・三角形の合同条件などをもとにして三角形や平行

四辺形の基本的な性質を論理的に確かめることが

できる。 
・証明を読んで新たな性質を見いだし、表現すること

ができる。 
・三角形や平行四辺形の基本的な性質などを活用し

て具体的な事象を考察し、表現することができる。 
・ことがらが正しくないことを証明するために、反例

をあげることができる。 

・証明のよさに気づき、その方法を粘り強く考えよう

としている。 
・平面図形の性質や図形の合同について学んだこと

を生活や学習に生かそうとしている。 
・平面図形の性質を活用した問題解決の過程を振り

返って検討しようとしている。 

 
毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準 評価材料 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

 

１ 

三
角
形 

直角ができるのは 

なぜ？ 

（教科書 p.125～

127） 

１ 

あたえられた手順で、

いつでも直角ができる

理由を考え、説明する

ことができる。 

・あたえられた手順でひもを操作

し、直角ができることを確認す

る。 

・ひもの操作を図に表し、2 つの三

角形に 

着目して、いつでも直角ができ

るわけを考える。 

・二等辺三角形の定義を確認する。 

［用語・記号］定義  

○二等辺三角形の定義を理

解している。 

○あたえられた手順で、いつ

でも直角ができる理由を

考え、説明することができ

る。 

○平面図形の性質について

学んだことを生活に生か

そうとしている。 

定期考査 

小テスト 

提出物への取り組み 

振り返りレポ―ト 

振り返りテスト 

 

１ 二等辺三角形

の性質 

（教科書 p.128～

132） 

２ 

二等辺三角形の底角の

性質を証明することが

できる。 

・二等辺三角形の 2 つの角は等し

いことを証明する。 

・二等辺三角形の底角の性質を利

用して、角の大きさを求める。 

［用語・記号］頂角、底辺、底角、

定理 

○二等辺三角形の頂角、底

辺、底角の意味を理解して

いる。 

○二等辺三角形の底角の性

質を理解し、角の大きさを

求めることができる。 

○二等辺三角形の底角の性

質を証明することができ

る。 

○二等辺三角形の性質を証

明する方法を考えようと

している。 

３ 

二等辺三角形の頂角の

二等分線の性質を見い

だすことができる。ま

た、正三角形の性質を

証明することができ

る。 

・二等辺三角形の底角の性質の証

明を読んで、頂角の二等分線の性

質を見いだし、証明する。 

・正三角形の定義を確認する。 

・正三角形の 3 つの角は等しいこ

とを証明する。 

○二等辺三角形の頂角の二

等分線の性質を理解して

いる。 

○正三角形の定義と性質を

理解している。 

○二等辺三角形の底角の性

質の証明を読んで頂角の

二等分線の性質を見いだ

し、証明することができ

る。 

○正三角形の性質を証明す

ることができる。 



２ 二等辺三角形

になるための条

件 

（教科書 p.133～

135） 

４ 

二等辺三角形になるた

めの条件を論理的に確

かめることができる。

また、二等辺三角形に

なるための条件を利用

して、図形の性質を証

明することができる。 

・紙テープを折って重なる部分の

三角形はどんな三角形かを調べ

る。 

・2 つの角が等しい三角形の 2 辺は

等しいことを証明する。 

・二等辺三角形になるための条件

を利用して、図形の性質を証明す

る。 

○二等辺三角形になるため

の条件を理解している。 

○二等辺三角形になるため

の条件の証明において、辺

や角の関係などを読みと

ることができる。 

○2 つの角が等しい三角形

の 2 辺は等しいことの証

明について考察すること

ができる。 

○二等辺三角形になるため

の条件を利用して、図形の

性質を証明することがで

きる。 

○二等辺三角形になるため

の条件を証明する方法を

考えようとしている。 

５ 

ことがらの逆と反例の

意味を理解する。 

・二等辺三角形の底角の性質と二

等辺三角形になるための条件を

比べる。 

・ことがらの逆と反例の意味を知

る。 

［用語・記号］逆、反例 

○ことがらの逆と反例の意

味を理解している。 

  

３ 直角三角形の

合同 

（教科書 p.136～

138） 

６ 

直角三角形の合同条件

を、三角形の合同条件

をもとにして考え、説

明することができる。 

・2 つの直角三角形はどんなときに

合同であるかを考え、説明する。 

・2 つの直角三角形が合同かどうか

を、直角三角形の合同条件を使っ

て判断する。 

［用語・記号］斜辺 

○直角三角形の合同条件を

理解している。 

○直角三角形の合同条件を、

三角形の合同条件をもと

にして考え、説明すること

ができる。  

○直角三角形の合同条件を、

三角形の合同条件をもと

にして考えようとしてい

る。 

７ 

直角三角形の合同条件

を利用して、図形の性

質を証明することがで

きる。 

・直角三角形の合同条件を利用し

て、図形の性質を証明する。 

・証明を振り返って、さらにわかる

ことを考え、説明する。 

○直角三角形の合同条件を

利用して、図形の性質を証

明することができる。 

○証明を振り返って、新たな

性質を見いだすことがで

きる。 

○直角三角形の合同条件を

学習に生かそうとしてい

る。 

基本の問題 

（教科書 p.138） 
８ 

 

２ 

平
行
四
辺
形 

テープを重ねてで

きる図形は？ 

（教科書 p.139） 
９ 

平行四辺形の定義と性

質を理解する。 

・2 つのテープが重なる部分の四角

形は、どんな四角形になるかを調

べる。 

・平行四辺形の定義と性質を確認

する。 

［用語・記号］対辺、対角、□ABCD 

○平行四辺形の定義と性質

を理解している。 

 ○平行四辺形の性質を証明

する方法を考えようとし

ている。 

１ 平行四辺形の

性質 

（教科書 p.140～

142） 

1

0 

平行四辺形の性質を証

明することができる。 

・平行四辺形の性質を証明する。  ○平行四辺形の性質を証明

することができる。 

1

1 

平行四辺形の性質を利

用して、図形の性質を

証明することができ

る。 

・平行四辺形の性質を利用して、図

形の性質を証明する。 

・証明のための図をかいて、どんな

図でも証明できていることを確

認する。 

○証明のためにかいた図は、

すべての代表として示さ

れていることを理解して

いる。 

○平行四辺形の性質を利用

して、図形の性質を証明す

ることができる。 

○平行四辺形の性質を学習

に生かそうとしている。 



２ 平行四辺形に

なるための条件 

（教科書 p.143～

147） 

1

2 

具体的な事象を考察す

ることを通して、平行

四辺形になるための条

件 □2 を証明すること

ができる。 

・ロボットが動くようすから、その

仕組みについて考察する。 

・2 組の対辺がそれぞれ等しい四角

形は、平行四辺形であることを証

明する。 

 ○具体的な事象を考察する

ことを通して、平行四辺形

になるための条件 □2 を

証明することができる。 

○平行四辺形になるための

条件を証明する方法を考

えようとしている。 

1

3 

平行四辺形の性質の逆

を証明することを通し

て、平行四辺形になる

ための条件□3 、□4 を

見いだすことができ

る。 

・2 組の対角がそれぞれ等しい四角

形は、平行四辺形であることを証

明する。 

・対角線がそれぞれの中点で交わ

る四角形は、平行四辺形であるこ

とを証明する。 

○平行四辺形になるための

条件の証明において、辺や

角の関係などを読みとる

ことができる。 

○平行四辺形の性質の逆を

証明することを通して、平

行四辺形になるための条

件 □3 、□4 を見いだすこ

とができる。 

 

1

4 

平行四辺形になるため

の条件 □5 を証明する

ことができる。 

・あたえられた手順でノートに図

をかくと、どんな四角形になるか

を考える。 

・1 組の対辺が平行でその長さが等

しい四角形は、平行四辺形である

ことを証明する。 

・平行四辺形になるための条件を

確認する。 

○平行四辺形になるための

条件を理解している。 

○平行四辺形になるための

条件 □5 を証明すること

ができる。 

1

5 

平行四辺形になるため

の条件を利用して図形

の性質を証明したり、

その証明を振り返って

統合的・発展的に考え

たりすることができ

る。 

・平行四辺形になるための条件を

利用して、図形の性質を証明す

る。 

・平行四辺形になるための条件を

利用した証明を振り返って、統合

的・発展的に考える。 

 ○平行四辺形になるための

条件を利用して図形の性

質を証明したり、その証明

を振り返って統合的・発展

的に考えたりすることが

できる。 

○平行四辺形になるための

条件を学習に生かそうと

している。 

３ 特別な平行四

辺形 

（教科書 p.148～

150） 

1

6 

長方形、ひし形、正方形

の定義やそれらと平行

四辺形との相互関係を

理解する。 

・2 つのテープの重なる部分が長方

形やひし形、正方形になるのはど

んなときかを考える。 

・長方形、ひし形、正方形の定義を

もとにして、それらが平行四辺形

であることを証明する。 

○長方形、ひし形、正方形の

定義やそれらと平行四辺

形との相互関係を理解し

ている。 

○長方形、ひし形、正方形の

定義をもとにして、それら

が平行四辺形であること

を証明することができる。 

○長方形、ひし形、正方形と

平行四辺形との相互関係

を捉えようとしている。 

1

7 

長方形やひし形の対角

線の性質を証明するこ

とができる。また、その

性質の逆が正しくない

ことを、反例をあげて

示すことができる。 

・長方形やひし形の対角線の性質

を証明する。 

・長方形の対角線の性質をもとに

して、直角三角形の斜辺の中点の

性質を証明する。 

・長方形やひし形の対角線の性質

について、その逆が正しいかどう

かを調べる。 

○長方形やひし形の対角線

の性質を理解している。 

○長方形やひし形の対角線

の性質を証明することが

できる。 

○長方形やひし形の対角線

の性質の逆が正しくない

ことを、反例をあげて証明

することができる。 



２つの正三角形の

性質は？ 

（教科書 p.151～

152） 

1

8 

既習の内容を活用し

て、図形の性質を見い

だし証明したり、問題

の条件を変えて統合

的・発展的に考えたり

することができる。 

・1 点を共有する 2 つの正三角形の

頂点について成り立つ性質を予

想し、その性質を証明する。 

・一方の正三角形を回転させても、

同じ性質が成り立つことを証明

する。 

 ○既習を活用して、図形の性

質を見いだし証明したり、

統合的・発展的に考えたり

することができる。 

○平面図形の性質や図形の

合同について学んだこと

を学習に生かそうとして

いる。 
○平面図形の性質を活用し

た問題解決の過程を振り

返って検討しようとして

いる。 

４ 平行線と面積 

（教科書 p.153～

154） 

1

9 

平行線の性質を利用し

て、図形を等積変形す

ることができる。 

・台形に対角線をひいた図の中に

ある面積の等しい三角形を見つ

ける。 

・底辺を共有し、その辺に平行な直

線上に頂点をもつ三角形の面積

は等しい理由を考える。 

・多角形を、面積を変えずに変形す

る方法を考える。 

○底辺が同じで高さが等し

い三角形の面積は等しい

ことを理解している。 

○平行線の性質を利用して、

図形を等積変形すること

ができる。 

○平行線の性質を利用して、

図形を等積変形する方法

を考え、その方法や手順を

説明することができる。 

○平行線の性質を学習に生

かそうとしている。 

基本の問題 

（教科書 p.155） 

2

0 

 

章の問題Ａ 

（教科書 p.158） 

2

1 

 

 

6 章 起こりやすさをとらえて説明しよう [確率] （9 時間） 

 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・多数回の試行によって得られる確率と関連づけて、

場合の数をもとにして得られる確率の必要性と意

味を理解している。 
・簡単な場合について確率を求めることができる。 

・同様に確からしいことに着目し、場合の数をもとに

して得られる確率の求め方を考察し表現すること

ができる。 
・確率を用いて不確定な事象を捉え、考察し表現する

ことができる。 

・場合の数をもとにして得られる確率のよさに気づ

き粘り強く考えようとしている。 
・不確定な事象の起こりやすさについて学んだこと

を生活や学習に生かそうとしている。 
・確率を活用した問題解決の過程を振り返って検討

しようとしている。 
 
毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準 評価材料 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

 

１ 

確
率 

くじを先にひく？

あとにひく？ 

（教科書 p.161～

163） 

１ 

多数回の実験の結果を

もとにして、あたりや

すさの傾向を読みと

り、説明することがで

きる。 

・3 枚のうち 1 枚があたりであるく

じをひくとき、何番目にひくとあ

たりやすいかを予想し、多数回の

実験によって確かめる。 

 ○多数回の実験の結果をも

とにして、あたりやすさの

傾向を読みとり、説明する

ことができる。 

○場合の数をもとにして得

られる確率の必要性と意

味を考えようとしている。 

定期考査 

小テスト 

提出物への取り組み 

振り返りレポ―ト 

振り返りテスト 



１ 同様に確から

しいこと 

（教科書 p.164～

168） 

２ 

多数回の試行によって

得られる確率と関連づ

けて、場合の数をもと

にして得られる確率の

必要性と意味及び確率

の求め方を理解する。 

・1 つのさいころを投げるとき、1

の目が出る確率を、実験によらず

に求める方法を考える。 

・どの場合が起こることも同様に

確からしいときは、場合の数をも

とにして確率を求めることがで

きることを知る。 

・確率 p の値の範囲が、0≦p≦1 で

あることを確認する。 

［用語・記号］同様に確からしい 

○多数回の試行によって得

られる確率と関連づけて、

場合の数をもとにして得

られる確率の必要性と意

味及び確率の求め方を理

解している。 

○確率 p の値の範囲が、0≦
p≦1 であることを理解し

ている。 

○実験によらずに確率を求

める方法を、場合の数に着

目して考え、説明すること

ができる。 

○確率の意味をもとにして、

誤りがあることがらを指

摘することができる。 

  

３ 

起こりうる場合を、樹

形図や表を使って全部

あげ、確率を求めるこ

とができる。 

・2枚の硬貨を投げるとき、表と裏

の出方を 3 通りとして求めた確

率と、実験結果が異なった理由を

考える。 

・起こりうる場合を、樹形図や表を

使って全部あげ、確率を求める。 

［用語・記号］樹形図 

○起こりうる場合を、樹形図

や表を使って全部あげ、確

率を求めることができる。 

○同様に確からしいことに

着目し、場合の数をもとに

して得られる確率の求め

方を考え、説明することが

できる。 

○確率をもとにして、ことが

らの起こりやすさを比較

し、説明することができ

る。 

○同様に確からしいことに

着目し、場合の数をもとに

して得られる確率の求め

方を考えようとしている。 

２ いろいろな確

率 

（教科書 p.169～

171） 

  

 

４ 

起こりうる場合の組み

合わせを考えて、確率

を求めることができ

る。また、起こりうる場

合を 2 次元の表に整理

し、確率を求めること

ができる。 

・起こりうる場合の組み合わせを

考えて、確率を求める。 

・起こりうる場合を 2 次元の表に

整理し、確率を求める。 

○起こりうる場合の組み合

わせを考えて、確率を求め

ることができる。 

○起こりうる場合を 2 次元

の表に整理し、確率を求め

ることができる。 

 

５ 

あることがらの起こら

ない確率の求め方を理

解し、その確率を求め

ることができる。 

・あることがらの起こらない確率

の求め方を考える。 

・あることがらの起こらない確率

を求める。 

○あることがらの起こらな

い確率の求め方を理解し

ている。 

○あることがらの起こらな

い確率を、場合の数につい

て成り立つ関係に着目し

て考え、説明することがで

きる。 

○あることがらの起こらな

い確率に着目して、確率を

求めることができる。 

基本の問題 

（教科書 p.172） 
６ 

 



２ 

確
率
に
よ
る
説
明 

出やすい組み合わ

せは？  

（教科書 p.173～

174） 

７ 

身のまわりの事象の起

こりやすさを、確率を

もとにして考え、説明

することができる。 

・2 枚のスクラッチカードを削ると

き、どの組み合わせが出やすいか

を、確率をもとにして考え、説明

する。 

 ○身のまわりの事象の起こ

りやすさを、確率をもとに

して考え、説明することが

できる。 

○同様に確からしいことに

着目し、起こりうる場合の

数え方の誤りを指摘する

ことができる。 

○不確定な事象の起こりや

すさについて学んだこと

を生活や学習に生かそう

としている。 
○確率を活用した問題解決

の過程を振り返って検討

しようとしている。 

１ 確率による説

明 

（教科書 p.175） 

８ 

身のまわりの事象の起

こりやすさを、確率を

もとにして考え、説明

することができる。 

・くじびきの順番とあたりやすさ

の関係を、確率をもとにして考

え、説明する。 

 

 ○身のまわりの事象の起こ

りやすさを、確率をもとに

して考え、説明することが

できる。 

章の問題Ａ 

（教科書 p.176） 
９ 

 

 
  



７章 データを比較して判断しよう [データの比較] （5 時間） 

 

単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意味を理解して

いる。 
・コンピュータなどの情報手段を用いるなどしてデ

ータを整理し箱ひげ図で表すことができる。 

・四分位範囲や箱ひげ図を用いてデータの分布の傾

向を比較して読みとり、批判的に考察し判断する

ことができる。 

・四分位範囲や箱ひげ図のよさに気づき粘り強く考

えようとしている。 
・データの分布について学んだことを生活や学習に

生かそうとしている。 
・四分位範囲や箱ひげ図を活用した問題解決の過程

を振り返って検討しようとしている。 
 
毎時の評価規準 

節 項 時 目標 学習活動 

評価規準 評価材料 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

 

１ 

四
分
位
範
囲
と
箱
ひ
げ
図 

牛乳の販売数の傾

向は？ 

（教科書 p.179～

181） 

１ 

複数のデータの分布の

傾向を比較するとき、

ヒストグラムでは比較

しにくいことを知る。 

・牛乳の１日ごとの販売数の傾向

を、データを用いて調べる方法につ

いて話し合う。 

 ○2つのヒストグラムから、

データの分布の傾向を比

較して読みとり、説明する

ことができる。 

○既習のデータの整理や分

析の方法を、問題解決に生

かそうとしている。 

定期考査 

小テスト 

提出物への取り組み 

振り返りレポ―ト 

振り返りテスト 

 

１ 四分位数と箱

ひげ図 

（教科書 p.182～

187） 

２ 

箱ひげ図と四分位範囲

の意味を理解し、デー

タを整理して箱ひげ図

に表すことができる。

また、箱ひげ図と四分

位範囲の特徴を理解す

る。 

・牛乳の販売数のデータを整理し、

箱ひげ図に表す方法を知る。 

・四分位範囲の意味を知る。 

［用語・記号］箱ひげ図、四分位数、

第１四分位数、第２四分位数、第

３四分位数、四分位範囲 

○箱ひげ図と四分位範囲の

意味を理解し、データを整

理して箱ひげ図に表すこ

とができる。 

○箱ひげ図と四分位範囲の

特徴を理解している。 

○箱ひげ図からデータの分

布の傾向を読みとる方法

を理解している。 

○箱ひげ図とヒストグラム

の対応を理解している。 

○箱ひげ図からヒストグラ

ムのおおよその形を考察

し、説明することができ

る。 

○四分位範囲や箱ひげ図の

必要性と意味を考えよう

としている。 
 

３ 

・牛乳の販売数のデータを整理し、

箱ひげ図に表す。 

・ヒストグラムと箱ひげ図を対応

させて、箱ひげ図からデータの分

布の傾向や特徴を読みとる方法

を考える。 

・箱ひげ図とヒストグラムの対応

について知る。 

４ 

四分位範囲や箱ひげ図

を用いてデータの分布

の傾向を比較して読み

とり、批判的に考察し

判断することができ

る。 

・箱ひげ図を用いて、牛乳の販売数

の傾向を調べる。 

・牛乳の販売数の傾向を読みとり、

批判的に考察し判断する。 

○箱ひげ図と四分位範囲の

必要性を理解している。 

○四分位範囲や箱ひげ図を

用いてデータの分布の傾

向を読みとり、批判的に考

察し判断することができ

る。 

○データの分布について学

んだことを生活や学習に

生かそうとしている。 
○四分位範囲や箱ひげ図を

活用した問題解決の過程

を振り返って検討しよう

としている。 



章の問題Ａ 

（教科書 p.190） 
５ 

 

 


